
（毎月10日発行）

　　火霞の動き
一一斜潟誓日現蓬一一

男　　　4，326（一5）

女4塁40駆一3）
計　　　8，727←・8）

世瀞数2饗25董くO　l

　l）は蔚屠比較

広報

　皿w　」7平成6年11／10肋．435
〒948－01　新潟県中魚沼郡川西町大字水口沢12番地（；長髪8茎聾二器二§§晶）

　　　　　　　発行　町長南雲春雄　編集総務課文書広報係　印刷白南風社

メ

、
・
繁

　
喚
醜
、
　
、

　
　
　
　
ブ
て
む
エ
　
　

・
嘆
噺
耀
》

　
　
　
　
　
犀

繁
響
鐵
欝

繋撫、．

、
．
　
隊

も
ず
　
ゆ

藍、

軌
　
隣

鴬　　 、
膨ll

　　嘱　　謹壷熱

　　　、』
隠．・
　灘恥』、済

綴
、
覧
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
識

　
　
　
　
一
墾
ゾ
．
轟
玉

瀞欝

嘉潔

帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
麟
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篭

一
　
　
孕

嶽

　　緯

－
》
，㌦

讐

継

　
ぎ
　
　
淵

ゆ

醜
ξ

妻
　
　
箏
・
、

穫
叛
－
趣
・
　
』

’
、
鷺
叔
、

嘩
霞

『
　
曙

g
．
　
，
羅
　
繋

》ηr7

藝

灘
、

嚢
』

　
欝
・
顔

撫
　
　
を
ハ

　
懇
［

　
詳
　
藤

　
　
、

　
急
繋

　
．
鍵

　
　
」

茎
、
ε

一燦蝋姻晦醸

聯灘翼
臨穫

、
鰯

庁
撫
騨
、
、

　
　
驚
脅
　
’

　
　
　
黙鰍

　
　
鞄

　
噸
　
、
鷺
　
鰐
．
ズ

駕
　
　
　
蹴

　
　
　
　
、
、

、
勇

　駕翻
アずつら

艶
　　　　　　　　轡．聖1

　4曝義膨　さ

　
　
、
　
嚢
、
、

！
熱
齪
、

聴

撰
、

．
鉦

霧
　

．
購 　

　
　
y
醗
ポ
．
亀
灘
鶏
　
叢
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヤ
け
　

　
　
　
鵡
墨
、
輩
　
顯
齢

　
　
　
鎮
譲
攣
蕊
饗
冠
　
　
議
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潔

　
　
，
’
　
、
轟

　
　
夢
　
　
　
　
　
ー
　
　
7
、
謎
、

　
　
　
　
　
　
、
　
螂
　
謎
彰
p

　
　
　
　
　
　
箪
禦

　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
裟
　
ぜ
p
　
　
灘
　
　
　
誘

　
　
　
　
　
．
慰
▽
蟻
繋
☆
藻
触

　
　
　
　
熱
　
　
焼
肇
　
鴛
熱

　
　
　
　
禦
、
　
　
　
　
傘
、
　
　
灘

　
　
　
　
諦
　
菱
器
灘
糠

　
　
養
　
　
　
　
麟
　
蓼

　
　
撫

　
　
甑
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
細
　
馨
嘩
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
月
劔
謹
　
ズ
羅

　
　
　
　
　
　
　
泰
盆
湾
　
塗

　
　
　
、
序
・
、
畢
　
　
　
　
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ド
ド

　
　
騨
　
、
』
癬
、
、
敷
置
糞
、
灘

　
　
磯
　
　
　
　
　
　
脚
　
懸
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
蟻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
鮮

　
　
　
　
も
－
　
、
　
磐
　
　
鵡
り

　
　
蔚
．
『

　
　
　
　
鐵
灼
　
〃
鐵

　
　
で

　
穫
、
・
灘

　
　
轄
凝

　
　
　
　
　
轟
ズ

　
　
ア
　
　
2
、
嵩
響
　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
藻
。

　
　
　
　
　
　
　
鴫
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
，
箪
鷲
～

　
　
　
　
　
　
　
　
鄭

　
　
　
、
繋
・
欝
懸
蕪
灘
嬢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　
㌔
、

　
賃
牽

　
難
　
糊イ

澱
舞
・
　
、
｝
郵
霧
－
一

　
　
き
き
詳
し
§
鰹

．
灘

隔

乞
、

を
ヤ篤離

、

，
騨
馨
．
継
灘
詣

辮
磁
慧
灘
．
、
』

　一嚢㌃

欝

ゴは

らのフィールドだ

小春日和、ナカ
　　　　　　ぼく

　　　　　　　　　　　　　　　11月13日大熊内科医院（山本1）費52－7066　　27日大島医院（川原町）雪52－2957

圃休日救急医1購灘町禿趨二111112月1椙（毫懸、購聡轟



見
て
ふ
れ
て
、
世
界
は

　
　
　
　
　
　
　
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー

　
十
月
二
十
六
日
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
国
際
理
解
講
座
と
海
外
研
修
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
平
成
五
年
度
に
町
の
海

外
研
修
事
業
に
参
加
さ
れ
た
、
清
水

道
亘
さ
ん
（
上
町
・
十
月
二
十
五
日

か
ら
十
一
月
一
日
の
八
日
間
・
フ
ィ

ジ
ー
）
、
富
井
　
晶
さ
ん
（
上
野
・

七
月
五
日
か
ら
十
五
日
の
十
一
日
間

・
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
）
、
宮
　
昭

一
さ
ん
（
山
野
田
・
平
成
六
年
一
月

五
日
か
ら
十
五
日
の
十
一
日
間
・
フ

イ
リ
ピ
ン
）
の
三
人
か
ら
、
海
外
に

出
て
感
じ
た
こ
と
思
っ
た
こ
と
の
発

表
が
あ
り
、
次
い
で
、
上
越
教
育
大

　
　
　
　
　
　
セ
の
キ
ぐ
レ
り

学
教
授
の
森
島
　
慧
さ
ん
を
講
師
に
、

国
際
理
解
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
永
く
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ

タ
大
学
等
で
教
壇
に
立
た
れ
、
こ
の

間
の
経
験
談
を
通
し
て
、
「
国
際
理
解

は
、
一
人
一
人
の
出
合
い
か
ら
始
ま

る
。
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
等
を
通
じ
て
、

外
国
と
の
交
流
を
深
め
て
は
」
と
国

際
理
解
の
原
点
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
海
外
研
修
事
業
参
加講師の森島さん

者
の
体
験
談
を
ま
と
め
た
．
海
外
に

学
ぶ
”
よ
り
、
富
井
　
晶
さ
ん
と
高

橋
順
興
さ
ん
（
発
電
所
通
東
・
十
一

月
十
日
か
ら
十
五
日
の
六
日
間
・
ハ

ワ
イ
）
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
七
年
三
月
三
十
日
ま

で
に
終
了
す
る
海
外
研
修
の
計
画
が

あ
る
方
は
、
早
め
に
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
（
暦
六
八
i
二
一
六
七
・

有
線
五
五
八
八
）
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

船
　
旅

　
　
　
　
　
上
野
　
富
井
　
晶
さ
ん

　
私
達
の
乗
っ
た
船
名
は
「
ふ
じ
丸
」

と
い
う
総
ト
ン
数
二
三
、
三
四
〇
ト

ン
、
定
員
■
ハ
三
室
六
百
名
、
国
際

遠
洋
の
客
船
で
し
た
。
出
港
日
、
カ

ラ
フ
ル
な
テ
ー
プ
に
色
ど
ら
れ
な
が

ら
神
戸
港
を
ゆ
っ
く
り
と
離
れ
て
行

く
時
は
本
当
に
綺
麗
！
ラ
イ
フ
ボ
ー

ド
・
ド
リ
ル
と
い
う
避
難
訓
練
を
受

け
、
救
命
胴
衣
を
つ
け
て
ハ
イ
ポ
ー

ズ
。
非
常
用
ボ
ー
ト
と
筏
の
所
ま
で

行
き
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
誰
か
が

筏
は
恐
い
と
言
っ
た
ら
、
以
外
に
も

筏
の
方
が
転
覆
し
て
も
す
ぐ
戻
る
の

で
安
全
と
の
事
。
講
師
の
先
生
方
に

よ
る
ス
タ
デ
ィ
ー
の
時
間
は
船
底
近

い
ホ
ー
ル
で
揺
れ
る
の
で
す
。
大
丈

夫
だ
な
と
思
っ
て
い
た
の
に
や
は
り

船
酔
い
を
し
て
し
ま
い
そ
の
後
半
日

は
寝
て
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
食
、
、
へ
て

れ
ば
酔
い
に
く
い
そ
う
で
す
。
そ
の

た
め
な
の
か
、
船
の
食
事
は
お
い
し

く
、
色
々
な
物
が
た
く
さ
ん
出
ま
し

た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
び
っ
し
り
と

決
ま
っ
て
い
て
、
特
に
日
中
は
授
業

の
間
の
休
憩
が
十
分
位
し
か
な
く
て

W
・
C
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、
勉

強
ば
か
り
だ
け
で
な
く
船
上
運
動
会

や
お
茶
会
、
現
地
の
方
々
を
招
い
て

の
交
歓
会
、
船
上
パ
ー
テ
ィ
ー
、
慰

霊
祭
、
観
光
等
、
毎
日
が
充
実
し
て

ま
し
た
。
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
で
は
、

戦
争
の
後
の
生
々
し
い
ほ
ど
に
残
っ

て
い
る
砲
弾
の
跡
を
見
た
時
、
恐
ろ

し
く
て
身
震
い
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

観
光
の
時
、
全
員
団
服
着
用
で
少
々

恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
五
百

名
か
ら
い
る
と
す
ご
か
っ
た
で
す
。

写
真
に
写
っ
て
る
の
が
団
服
で
、
サ

イ
パ
ン
の
バ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
。
バ

ン
ザ
イ
・
ク
リ
フ
と
別
名
さ
れ
て
い

る
サ
バ
ネ
タ
岬
で
も
、
日
本
人
観
光右から2人目が富井さん

客
と
い
う
の
は
、
ピ
ー
ス
し
な
が
ら

写
真
を
撮
っ
て
る
の
に
は
悲
し
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
日
本
兵
や
民

間
人
が
死
を
決
め
身
を
投
じ
た
所
な

の
に
…
。
で
も
、
海
の
碧
さ
が
本
当

に
綺
麗
だ
っ
た
の
で
撮
り
た
く
な
る

ん
で
す
。
や
は
り
南
国
と
言
え
ば
ヤ

シ
の
実
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
み
な
く

っ
ち
ゃ
と
、
ト
ラ
イ
し
た
ら
味
は
ほ

と
ん
ど
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
。
ガ
イ
ド

さ
ん
が
グ
ア
ム
で
し
か
売
っ
て
な
い

と
言
っ
て
い
た
紫
色
の
ア
イ
ス
も
食

、

べ
ま
し
た
。
紫
色
の
芋
で
無
着
色
、

味
は
た
だ
甘
か
っ
た
。

　
現
地
の
方
と
の
交
歓
会
に
、
日
本

の
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
、
お
茶
を

点
て
て
飲
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
懇
親

会
で
は
日
本
の
名
産
品
や
民
芸
品
を

展
示
し
、
食
、
べ
物
な
ど
は
試
食
し
て

い
た
だ
き
、
民
芸
品
な
ど
で
遊
ん
だ

り
と
、
現
地
の
方
や
日
系
の
方
が
喜

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
、
交

歓
会
の
時
オ
ー
プ
ン
シ
ッ
プ
委
員
だ

っ
た
の
で
、
色
々
と
手
伝
い
な
が
ら

一
緒
に
楽
し
め
ま
し
た
。
私
達
団
員

の
中
に
実
行
委
員
が
あ
り
ま
し
て
、

他
に
も
ス
タ
デ
ィ
ー
委
員
会
、
ス
ト

ラ
イ
プ
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
、
生
活
、

広
報
等
、
皆
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
ま
し

た
。
ス
タ
デ
ィ
ー
の
時
間
に
船
長
の

お
話
が
あ
り
、
小
さ
い
と
き
か
ら
船

乗
り
に
な
り
た
く
て
が
ん
ば
っ
て
来

た
事
や
、
今
で
も
海
賊
が
出
る
そ
う

で
、
三
度
位
狙
わ
れ
て
も
消
化
用
ホ

ー
ス
の
水
で
船
に
向
っ
て
散
水
し
、

追
払
っ
た
事
な
ど
武
勇
伝
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

　
操
舵
室
や
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
も
見

学
で
き
て
、
操
舵
室
は
や
は
り
見
晴

し
が
よ
く
、
気
分
が
よ
か
っ
た
で
す
。

水
平
線
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
の

距
離
に
見
え
る
と
思
い
ま
す
か
？
実

は
十
八
～
二
十
㎞
程
な
の
だ
そ
う
で

す
。
イ
ル
カ
や
鯨
は
見
れ
る
の
か
伺

っ
た
ら
、
イ
ル
カ
は
群
を
な
し
て
い

て
、
近
く
に
い
れ
ば
遊
び
に
寄
っ
て

来
る
と
の
事
で
、
鯨
は
春
に
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ク
ル
ー
ズ
と
い

う
の
ま
で
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

話
を
し
て
い
た
三
日
後
ぐ
ら
い
に
、

イ
ル
カ
の
群
が
近
く
に
来
て
い
る
と

放
送
が
入
り
、
デ
ッ
キ
に
出
て
見
る

と
、
碧
い
波
間
に
光
を
受
け
て
光
を

受
け
て
泳
い
で
い
る
の
で
す
。
皆
お

お
ー
と
歓
声
を
あ
げ
つ
つ
見
て
ま
し

た
。
き
れ
い
で
し
た
。
ま
た
、
夜
の

月
明
か
り
を
受
け
て
る
波
は
、
金
色

で
美
し
く
印
象
的
で
し
た
。

　
毎
日
が
本
当
に
充
実
し
て
い
て
、

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
会
っ
て
、
何

か
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
大
海
原
を
見
な
が
ら
、

こ
ん
な
風
に
心
の
広
い
人
に
な
ら
な

く
て
は
と
思
い
つ
つ
、
初
の
海
外
旅

行
、
初
の
船
旅
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

6．11．10②



結
婚
25
周
年
ハ
ワ
イ
旅
行

　
　
発
電
所
通
東
　
高
橋
順
興
さ
ん

　
平
成
五
年
十
一
月
十
一
日
、
私
達

の
結
婚
二
十
五
周
年
記
念
に
、
三
人

の
息
子
達
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
海

外
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う

事
で
、
二
男
が
旅
行
会
社
の
ハ
ワ
イ

ツ
ア
ー
に
申
込
ん
で
く
れ
て
実
現
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
日

程
も
記
念
日
が
二
日
に
入
り
運
が
良

か
っ
た
。
二
男
の
高
校
の
同
級
生
が

旅
行
会
社
に
今
年
春
入
社
し
、
一
か

月
前
か
ら
ハ
ワ
イ
の
案
内
誌
や
ら
お

み
や
げ
の
品
々
、
免
税
店
で
の
買
物
、

A
B
C
ス
ト
ア
で
の
買
物
等
々
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
山
の
よ
う
に
持
っ
て
来

て
く
れ
ま
し
た
が
、
老
眼
と
忙
し
さ

に
疲
れ
て
勉
強
も
し
な
い
ま
ま
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

ヤ
シ
の
木
の
下
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

の
日
が
や
っ
て
来
た
。
二
人
の
荷
物

は
少
な
め
に
と
思
っ
た
の
だ
が
、
友

達
が
や
た
ら
と
大
き
な
バ
ッ
グ
を
貸

し
て
く
れ
た
の
で
結
構
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
新
幹
線
の
予
定
が
バ
ス
に
変

っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
一
路
成

田
新
東
京
国
際
空
港
へ
。
子
供
み
た

い
に
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。
な

ん
て
っ
た
っ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行

だ
も
ん
ね
、
パ
ス
ポ
ー
ト
持
つ
の
も

飛
行
機
に
乗
る
の
も
。
忘
れ
物
は
な

い
か
、
落
ち
着
か
な
い
緊
張
の
連
続
。

　
い
よ
い
よ
出
発
U
A
8
2
6
便
。

夜
の
フ
ラ
イ
ト
な
の
で
思
っ
て
い
た

よ
り
感
動
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
思
っ
た
よ
り
大

き
く
、
眠
れ
な
い
ま
ま
ふ
と
気
が
付

く
と
外
は
明
る
か
っ
た
。
六
時
間
余

り
。
い
よ
い
よ
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
。
思

っ
て
い
た
よ
り
入
国
審
査
も
割
合
簡

単
に
終
り
、
外
に
出
る
と
看
板
ガ
ー

ル
チ
ャ
ン
の
レ
イ
の
歓
迎
。
　
「
ア
ロ

ー
ハ
　
よ
う
こ
そ
ハ
ワ
イ
ヘ
」
と
若

い
女
性
に
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
思
わ
ず

い
い
気
分
に
な
り
、
自
分
で
も
ア
ロ

ー
ハ
と
練
習
し
て
み
た
。
日
本
か
ら

の
服
装
で
は
と
て
も
暑
く
て
急
い
で

半
袖
に
着
替
え
た
。
常
夏
の
ハ
ワ
イ

を
実
感
。
ま
ず
は
ホ
ノ
ル
ル
市
内
観

光
。
日
本
人
、
日
本
車
の
多
い
の
に

び
っ
く
り
。
国
立
太
平
洋
記
念
墓
地
、

風
の
名
所
ヌ
ア
ヌ
パ
リ
（
展
望
台
）
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
ど
こ
に

い
っ
て
も
日
本
人
、
韓
国
人
、
中
国

人
、
皆
ん
な
日
本
人
に
み
え
た
。

　
英
語
な
ど
一
言
も
使
う
必
要
な
か

っ
た
み
た
い
。

　
ワ
イ
キ
キ
の
浜
が
陽
に
映
え
る
ホ

テ
ル
と
き
れ
い
な
青
い
海
。
今
ま
だ

目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
な
り
、
ハ
ワ

イ
は
治
安
が
悪
い
と
い
う
事
で
二
時

間
近
く
注
意
事
項
を
聞
き
な
が
ら
や

つ
と
の
思
い
で
ホ
テ
ル
の
自
室
へ
。

　
名
所
め
ぐ
り
は
太
平
洋
の
自
然
と

文
化
に
触
れ
る
。
ハ
ワ
イ
、
タ
チ
ヒ
、

サ
モ
ナ
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
七
つ
の
地
域

の
暮
ら
し
が
再
現
さ
れ
た
圏
内
は
水

路
で
つ
な
が
れ
、
ガ
イ
ド
付
き
の
ボ

ー
ト
で
島
巡
り
を
す
る
。
日
本
の
明

治
村
み
た
い
と
い
う
人
が
い
た
。
世

界
最
大
の
休
火
山
を
も
つ
島
、
臼
浜

の
ビ
ー
チ
と
緑
の
渓
谷
に
彩
ら
れ
た

島
、
ハ
ワ
イ
王
国
の
歴
史
を
と
ど
め

る
マ
ウ
イ
ヘ
と
飛
行
機
は
た
っ
た
。

太
陽
の
国
ハ
ワ
イ
ら
し
く
快
晴
、
運

良
く
窓
側
に
乗
る
事
が
で
き
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を
真
下
に
見
な
が

ら
青
空
に
臼
い
雲
海
と
言
葉
で
は
言

い
表
わ
せ
な
い
何
枚
か
を
カ
メ
ラ
に

納
め
た
。
マ
ウ
イ
に
到
着
し
ま
ず
は

観
光
バ
ス
で
ハ
レ
ア
カ
ラ
標
高
三
〇

五
五
メ
ー
ト
ル
の
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
登
り
、
バ
ス
か
ら
降
り
た
ら

寒
く
て
ブ
ル
ブ
ル
。

　
山
か
ら
降
り
る
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑

が
延
々
と
続
く
。

　
ハ
ワ
イ
の
地
場
産
業
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
も
、
発
展
途
上
国
の
安
い
砂
糖
に

追
わ
れ
年
々
減
少
し
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。
輝
か
し
い
歴
史
に
彩
ら
れ

た
町
ラ
ハ
イ
ナ
。
昔
捕
鯨
船
で
栄
え

た
港
。
今
も
昔
の
船
で
再
現
し
名
所

に
な
っ
て
い
た
。
ラ
ハ
イ
ナ
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
列
車
に
乗
り
、
懐
か
し
い
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
時
代
を
活
躍
し
た
ん
だ

な
ー
と
思
い
な
が
ら
町
を
後
に
し
た
。

　
高
級
新
リ
ゾ
ー
ト
を
横
目
に
見
な

が
ら
帰
路
に
つ
く
。
ホ
ノ
ル
ル
は
十

一
月
～
三
月
ま
で
は
雨
期
と
の
事
で
、

二
日
前
ま
で
は
雨
が
ち
だ
っ
た
と
の

事
。
日
中
三
十
一
度
の
ワ
イ
キ
キ
浜

で
足
だ
け
海
水
浴
し
て
、
午
後
は
シ

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
と
お
み
や
げ
の
事
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
。
ア
ッ
と
い
う
間
の
ハ

ワ
イ
で
の
四
日
間
が
終
わ
っ
た
。

　
子
供
達
良
い
思
い
出
を
あ
り
が
と

う
。　

川
西
町
海
外
研
修
事
業
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
◎
対
象
者

　
川
西
町
に
住
民
登
録
し
、
一
年
以

上
居
住
し
て
い
る
と
と
も
に
引
き
続

き
居
住
を
す
る
意
思
を
も
っ
て
い
る

方
。
（
た
だ
し
、
幅
広
い
参
加
を
得
る

た
め
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）

◎
研
修
の
対
象

○
特
別
研
修
農
林
・
商
工
業
者
が

そ
の
所
属
す
る
機
関
・
団
体
等
の
推

薦
を
受
け
て
参
加
す
る
も
の
。

○
教
育
研
修
　
教
育
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
等
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
自

主
的
に
内
容
を
選
定
し
て
参
加
す
る

も
の
。

○
国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
人
間
形

成
の
た
め
に
行
う
一
般
の
海
外
旅
行
。

（
た
だ
し
、
企
業
等
の
福
利
・
厚
生

を
目
的
と
す
る
も
の
及
び
国
際
親
善

や
公
序
良
俗
に
反
す
る
恐
れ
の
あ
る

も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

◎
補
助
金

　
経
費
の
二
分
の
一
以
内
、
一
般
の

海
外
旅
行
は
三
分
の
一
以
内
と
し
、

三
十
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
．

　
◎
参
加
申
し
込
み

　
出
発
予
定
日
の
十
五
日
以
上
前
に

研
修
計
画
書
を
教
育
委
員
会
に
提
出

し
内
容
審
査
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、

承
認
・
不
承
認
の
連
絡
を
し
ま
す
。

会
の
最
後
に
、
研
修
参
加
者

の
お
み
や
げ
の
抽
選
会
が
あ
り

ま
し
た
。
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今
年
は
、
春
か
ら
の
少
雨
、
夏
は
連
日
の
猛
暑
と
水
不
足
に
み
ま
わ
れ
、
農

家
の
皆
さ
ん
は
農
作
物
へ
の
水
管
理
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
冷
害
だ
っ
た
昨
年
に
比
べ
、
全
体
的
に
は
米
の
収
穫
量
は
ま
ず
ま

ず
、
お
い
し
い
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
中
魚
沼
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会

（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
J
A
十
日
町
市
・
J
A
新
潟
川

西
・
J
A
津
南
町
・
J
A
中
里
村
・
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所
）
を
組
織
し
、

米
消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
貫
と
し
て
、
今
年
も
広
報
に
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。

　
昨
年
の
米
緊
急
輸
入
と
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
よ
り
外
国

米
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
安
全
で
身
近
な
お
米
に
目
を

向
け
、
改
め
て
お
米
の
お
い
し
さ
を
噛
み
締
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
え
て
ほ
し
い
！
素
朴
な
味
と
技
術

　
今
回
推
進
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
十
日
町
市
尾
崎
の
小
川
キ
イ
さ
ん
、
小

黒
沢
の
宮
沢
リ
ツ
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
笹
だ
ん
ご
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

自
然
の
味
、
郷
土
の
味
を
大
切
に
し
、
手
作
り
加
工
に
励
ん
で
き
た
お
二
人
。

慣
れ
た
手
つ
き
で
、
日
頃
か
ら
よ
く
作
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。
私
達
が

よ
う
や
く
す
げ
の
結
び
方
を
覚
え
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
四
十
五
個
余
り
が

出
来
て
い
ま
し
た
。
ふ
か
し
た
て
で
ア
ツ
ア
ツ
の
笹
だ
ん
ご
は
、
つ
や
が
あ
っ

て
、
素
朴
な
甘
さ
で
、
美
昧
し
い
も
の
で
す
よ
。
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
材
料

も
ち
米
粉
　
　
4
合

う
る
ち
米
粉
　
6
合

よ
も
ぎ
（
冷
凍
）
㎜
躍
ラ

小
豆
あ
ん
　
　
小
豆
　
1
升

　
　
　
　
　
　
砂
糖
2
窺

す
げ
　
笹
の
葉

（
笹
だ
ん
ご
の
素

　
＊
だ
ん
ご
の
固
さ
に
よ
っ
て
、

み
で
入
れ
る
。
）

（
サ
ク
ラ
ア
ン

　
　
、

　
　
時
に
入
れ
る
．
）

好

＊
4
豆
あ
ん
の
や
わ
ら
か
す
ぎ
る

欧
米
人
も
注
目
！
日
本
型
食
生
活

　
欧
米
に
お
い
て
食
べ
方
の
偏
り
か
ら
、
動
脈

硬
化
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
高
血
圧
な
ど
の
成

人
病
や
、
肥
満
が
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
炭
水
化
物
、
脂
肪
、

タ
ン
パ
ク
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
食
生

活
で
は
日
本
型
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食

叙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脂

生
　
　
　
　
　
　
糖

食日本型

たんぱく質

’

⑮
識

亀q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
日
本
型
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
　
「
お
米
」

を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
メ

ニ
ュ
ー
「
ご
は
ん
に
お
味
噌
汁
、
焼
き
魚
に
、

煮
も
の
、
そ
し
て
漬
け
物
」
の
よ
う
に
、
ご
は

ん
を
と
り
ま
く
数
種
類
の
お
か
ず
か
ら
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
栄
養
を
摂
取
で
き
る
の
で
す
。
ち
ょ

つ
と
考
え
て
み
て
も
、
洋
食
の
主
食
で
あ
る
パ

ン
と
比
べ
て
、
ご
は
ん
に
合
う
お
か
ず
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
に
、
粉
に
し
た
小
麦

か
ら
つ
く
ら
れ
る
臼
い
パ
ン
に
は
少
な
い
食
物

繊
維
も
ご
は
ん
の
魅
力
で
す
。
ま
た
、
お
米
の

タ
ン
パ
ク
質
は
良
質
で
、
人
体
内
で
は
合
成
で

き
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
含
ん
で
い
る
の
で
貴

重
な
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
知
識
を
得
た
健
康
食
愛
好
家
や
、

菜
食
主
義
者
、
働
き
ざ
か
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

で
、
欧
米
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
寿
司
バ
ー
は
、

昼
夜
を
間
わ
ず
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
で
こ
の
よ
う
に
高
い
評
価
を
受
け
な
が

ら
、
当
の
日
本
で
は
、
食
生
活
が
多
様
化
し
、

欧
米
型
食
事
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
利
用
が

定
着
し
た
り
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
太
る
な
ど

と
い
う
誤
解
か
ら
か
、
お
米
の
消
費
量
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
に
は
米
ど
こ
ろ
新
潟

県
の
一
人
当
た
り
の
値
は
、
全
国
の
平
均
を
下

回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
（
グ
ラ
フ
参
照
）

新潟県の米の一人当たり消費量

　　H3　　　　　　　H4

68．3
　kg
68．1
　kg

64．7
　kg
65．2
　kg

県　全国
（全国38位）

県　全国
（全国23位）

　
「
お
米
」
は
日
本
の
気
候
風
土
に
適
し
て
い

る
た
め
全
国
で
つ
く
ら
れ
、
食
文
化
の
主
役
と

し
て
こ
れ
ま
で
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
本

人
の
体
に
も
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
お
米
の
良

さ
、
日
本
型
の
食
生
活
の
良
さ
を
改
め
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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作
り
方

①
よ
も
ぎ
は
ゆ
で
て
お
き
、
ゆ
で
汁

　
ま
た
は
、
熱
湯
で
米
粉
を
こ
ね
、

　
耳
た
ぶ
位
の
固
さ
に
し
一
時
間
ね

　
か
す
。

②
も
う
一
度
こ
ね
か
え
し
、
一
口
大

　
に
ち
ぎ
り
、
小
豆
あ
ん
を
入
れ
て

　
ま
る
め
る
。

③
笹
の
葉
三
枚
で
く
る
み
、
す
げ
で

　
し
ば
っ
て
十
分
位
蒸
す
。

上
野
小
学
校
が

　
十
月
十
六
日
、
上
野
小
学
校
（
山

後
憲
雄
校
長
）
で
創
立
一
二
〇
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
展
覧
会
と
ス
テ
ー
ジ

開
き
も
同
時
に
行
わ
れ
、
児
童
、
P

T
A
、
地
域
関
係
者
等
で
体
育
館
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
小
後
援
会
富
井
昭
平
会

長
か
ら
、
昭
和
二
十
九
年
同
校
八
十

周
年
記
念
に
贈
ら
れ
た
校
旗
に
変
わ

っ
て
、
町
の
色
「
緑
」
を
基
調
と
し

た
新
校
旗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
児
童

一
〇
周
年

を
代
表
し
て
お
礼
を
述
べ
た
内
山
裕

貴
く
ん
は
、
　
「
新
し
く
な
っ
た
校
旗

や
ス
テ
ー
ジ
幕
に
ふ
さ
わ
し
い
り
っ

ぱ
な
上
野
っ
子
に
な
り
ま
す
。
」
と
力

強
く
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

，
●

す
こ
や
か
ボ
ー
ヤ

へ
の

むO

　
ご
は
ん
は
パ
ン
に
比
べ
て
も
低
カ
ロ
リ
ー
。

　
小
麦
の
よ
う
に
粉
食
で
摂
る
で
ん
ぷ
ん
は

　
消
化
が
早
く
、
脂
肪
を
合
成
す
る
イ
ン
シ

　
ュ
リ
ン
の
分
泌
が
多
い
の
で
す
が
、
粒
食

　
の
ご
は
ん
な
ら
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
分
泌
が

　
少
な
い
の
で
脂
肪
の
蓄
積
が
抑
え
ら
れ
ま

　
す
。
デ
ン
プ
ン
は
毎
日
の
活
動
に
は
不
可

　
欠
な
栄
養
素
。
と
い
う
こ
と
は
、
太
り
た

　
く
な
い
人
に
こ
そ
、
ご
は
ん
食
が
最
適
な

　
の
で
す
。

■
誤
解
そ
の
ー
　
こ
は
ん
は
太
る
？
・

誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
“

　
　
　
米
・
コ
メ
・
こ
め

■
誤
解
そ
の
2
　
ご
は
ん
で
高
血
圧
？
・

ご
は
ん
は
味
が
淡
泊
な
た
め
、
お
か
ず
が

味
の
濃
い
も
の
に
偏
る
と
塩
分
の
取
り
過

ぎ
か
ら
高
血
圧
に
。
ご
は
ん
に
は
血
圧
を

高
く
す
る
成
分
は
な
い
の
で
す
。
高
血
圧

予
防
に
は
①
塩
分
を
控
え
る
こ
と
②
柔
軟

な
血
管
を
造
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
は

ん
な
ら
幅
広
く
お
か
ず
を
選
べ
ま
す
。
魚

・
貝
や
豆
製
品
な
ど
優
良
な
タ
ン
パ
ク
質

を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
・
つ
。

大
人
気
！
我
が
家
の
新
メ
ニ
ュ
ー

■
お
か
わ
り
！
塩
鮭
の
ま
ぜ
ず
し
　
　
　
　
■
ぱ
り
っ
と
ラ
イ
ス
ロ
ー
ル

材
料
（
4
人
分
）

米
2
カ
ッ
プ

水
2
カ
ッ
プ

＊
合
わ
せ
酢

　
酢
1
／
5
カ
ッ
プ

塩
小
さ
じ
2
／
3

　
砂
糖
大
さ
じ
2
／
3

鮭
2
切
れ

　
き
ゅ
う
り
2
本
・
塩

作
り
方

①
米
を
炊
き
、

騰
　
懸

懇
晒
繍

　
　
　
　
　
蒸
ら
し
た
ら
お
ひ
つ
に
移
し
て

　
合
わ
せ
酢
を
回
し
か
け
、
あ
お
ぎ
な
が
ら
切

　
る
よ
う
に
混
ぜ
、
人
肌
ま
で
冷
ま
す
。

②
鮭
を
焼
き
、
皮
と
骨
を
と
っ
て
ほ
ぐ
す

③
き
ゅ
う
り
の
薄
切
り
は
塩
で
も
ん
で
さ
っ
と

　
水
洗
い
し
て
水
気
を
き
る

④
①
に
②
③
と
臼
ご
ま
を
混
ぜ
る

材
料
（
－
o
本
分
）

　
残
り
ご
は
ん
適
宜

春
巻
き
の
皮
1
0
枚

　
む
き
え
び
㎜
グ
ラ
ム

　
豚
も
も
肉
㎜
グ
ラ
ム

＊
調
味
料

　
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
ー
／
2

　
酒
大
さ
じ
－

砂
糖
小
さ
じ
2

作
り
方

①
た
け
の
こ
・
し
い
た
け
・
豚
肉
は
細
切
り

②
な
べ
に
油
を
熱
し
材
料
を
妙
め
、
調
味
料
を

　
加
え
て
妙
め
る

③
残
り
ご
は
ん
に
②
を
混
ぜ
1
0
等
分
に
す
る

④
春
巻
き
の
皮
で
③
を
包
み
、
水
溶
き
の
小
麦

　
粉
で
留
め
て
、
油
で
揚
げ
る

⑧6．11．10



　町道山野田下平線改良工事は、昭和59年のルート決定から始まり、11年の歳月と約8億5，400
万円（妻有大橋分26億5，500万円を除く）を投じ、平成4年5月には暫定供用を開始しましたが、
陸橋部分の早期完成が待ち望まれていました。今回、県の市町村代行道路改築事業により、平成4年

度から2年6か月で孫左衛門橋（事業費約7億円）が完成し、10月31日の本格的供用開始となりま
した。

　この日は、県、町、地元、工事関係者約100人による安全祈願祭の後、町内の三代夫婦　数藤悌一
さんご一家（沖立）、丸山紘司さんご一家（高原田）、須藤修さんご一家（仁田）の先導で渡り初め
が行われました。

撫

花
火
の
合
図
と
と
も
に

薬
玉
が
割
ら
れ
ま
し
た

　
く

わてフ川
れ’ア西〉
まテン中
し1フ学
たプア校
　力1吹
　ツレ奏
　トに楽
　が合部
　行せの

騨

雛灘論翻藩蘭遜醗　　　　　　　　　き

橋
の
親
柱
は
、
町
の
鳥
キ
ジ
と
孫
左

衛
門
の
渡
し
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い

ま
す
。
歩
道
を
利
用
し
た
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
は
最
適
な
場
所
で
す

r

10月31日午後3時、
花火を合図に、一般供

用を開始しました

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
渡
り
初
め
、

三
代
夫
婦
を
先
頭
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
完
成
を
喜
び
ま
し
た

　まごぜんばし
r孫左衛門橋」の名称について

　この橋が架かる場所の近くには、盆踊りの3階節

に取り入れられて親しまれている「孫左衛門渡し」

が大正11年までありました。また、この渡し場の創

始といわれる孫左衛門家（田中氏）を含む渡し守な

どの家があった場所を、俗に孫左衛門と呼んでいる

と、町史（昭和62年3月発行）では記されています．

　　　　　　　　　　　　　　　　6．11．10⑤



テレビでおなじみ元NHK
アナウンサー相川浩さん

講
師
の
相
川
さ
ん
は
、
ご
自
身
で

も
大
き
な
病
気
を
経
験
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
病
気
は
避
け
て
は
通
れ
な
い

も
の
と
認
識
し
、
進
ん
で
検
診
を
受

け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

ヨ
ナ
・
て

一
し
立
▼

　
定
役

コ
　
0

　
沮
に

碇
に
理
う

沮
的
管
よ

動
期
康
し

自
定
健
ま

「

　
　
勝

　
　
優

　
戦
が

　
熱
き

勝
る
向

決
ま
ら
ム

般
づ
ち
一

一
息
こ
チ

ぐ

▲「試食コーナー」

　　　カルシウムをとっ

　　て元気な骨を保ち
　　　ましょう

町
民
綱
引
き
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
の
結
果

○
小
学
校
低
学
年

一
位
ミ
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
千
手

二
位
　
モ
リ
モ
リ
3
の
2
　
フ
ァ
イ

　
　
　
タ
ー
B

三
位
　
モ
ク
ラ
ク
サ
ブ
ロ
ー

○
小
学
校
高
学
年

一
位
モ
ク
ラ
ク
ジ
ロ
ー

二
位
　
モ
ク
ラ
ク
タ
ロ
ー

○
一
般
の
部

一
位
　
白
倉
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
ズ

ニ
位
　
モ
ク
ラ
ク
A

　
健
康
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
永
年
町

の
母
子
保
健
等
に
貢
献
さ
れ
た
お
二

人
を
表
彰
し
、
献
血
功
労
者
、
　
（
百

回
．
五
十
回
・
三
十
回
）
二
十
三
人

に
感
謝
状
を
贈
り
、
平
成
五
年
度
中

に
医
療
機
関
に
か
か
ら
な
か
っ
た
国

保世

帯
六
家
族
に
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
表
彰
等
を
受
け
た
方
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

◎
保
健
衛
生
功
労
者

　
外
山
ユ
シ
（
山
野
田
・
68
歳
）
母

　
子
保
健
推
進
委
員
永
年
功
労
十
年

　
高
橋
ム
ツ
子
（
坪
山
・
4
7
歳
）
同
右

◎
献
血
功
労
者

○
百
回

　
山
口
　
　
清
（
仁
田
・
6
0
歳
）

〇
五
十
回

蔵
品
　
泰
治
（
霜
条
・
41
歳
）

川
崎
　
秀
雄
（
栄
町
・
4
7
歳
）

根
津
新
一
郎
（
原
田
・
6
0
歳
）

馬
場
　
　
彰
（
学
校
町
・
4
0
歳
）

小
海
マ
ッ
子
（
小
根
岸
・
4
8
歳
）

小
川
　
力
（
赤
谷
・
2
6
歳
）

高
橋
　
　
昇
（
三
領
・
42
歳
）

白
井
公
子
（
寺
尾
・
51
歳
）

〇
三
十
回

田
中
精
一
（
仁
田
・
4
5
歳
）

田
中
貴
代
栄
（
小
白
倉
・
5
7
歳
）

江
ロ
サ
カ
エ
（
新
町
新
田
・
62
歳
）

山
ロ
同
橋
弥
生
（
肚
野
教
韻
・
2
9
歳
）

杉
山
　
茂
（
神
社
町
・
61
歳
）

南
雲
　
　
浩
（
寺
尾
・
3
4
歳
）

小
林
平
一
郎
（
中
仙
田
・
6
4
歳
）

小
林
　
一
也
（
中
仙
田
・
51
歳
）

庭
野
　
一
夫
（
赤
谷
・
4
4
歳
）

自
井
　
敦
（
寺
尾
・
2
3
歳
）

渡
辺
正
範
（
上
野
・
36
歳
）

登
坂
久
仁
子
（
岩
瀬
・
2
9
歳
）

渡
辺
重
義
（
仁
田
・
41
歳
）

五
十
嵐
　
清
（
野
口
・
2
4
歳
）

献血100回
200認換算で202
にもなります

◎
健
康
家
族

五
十
川
弘
夫
ご
一
家
（
栄
町
）

登小山須相
坂川岸藤崎

キ武徳力政
ユ良次ツ吉
ツ“　ヲ“　ラ“　ワ“　ワや
一　　 一　　 一　　 一　　 （＿

家家家家家
　　ハ　ハ　　　ハ
岩赤霜学学
瀬谷条校校
）））町町
　　　）　）

記念品を受ける

　山岸さん

ヨ
　
ヨ
　
ロ
ヨ
　
　
　
ヨ
　
ロ
　
ヨ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
ヨ
ヨ
ヨ
　
ヨ
ゑ
　

鱗　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
健
康
づ
く
り
標
語
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
健
康
は
　
自
分
で
つ
く
る
大
き
・

　
な
財
産

・
家
庭
か
ら
　
広
げ
よ
う
心
と
か
ら
∞
。

　
だ
の
　
健
康
づ
く
り
　
　
　
　
　
∞
。
0

　∞．

講
努
力
に
か
け
る
健
康
欝

碗
●
気
を
つ
け
考
食
べ
す
ぎ
忽
軌

押
霧
賭
鉾
鯵
…
し
⑦



小
林
健
三
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
防
犯
栄
誉
銀
章
受
賞

　
小
林
健
三
さ
ん
（
木
島
）
は
、
二

十
年
来
の
地
域
の
防
犯
活
動
や
青
少

年
の
健
全
育
成
の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
、
平
成
元
年
十
月
の
防
犯
栄
誉

銅
章
に
引
き
続
き
、
警
視
庁
長
官
名

の
銀
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
伝
達

は
、
十
月
五
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
、
町
防
犯
協
会
講
習
会

の
席
上
、
本
間
儀
美
十
日
町
警
察
署

長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
今
年
は
県
内
で
四
人

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
日
町
・

中
魚
沼
管
内
で
は
、
小
林
さ
ん
が
初

め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

山
ゆ
り
の
会
が

　
　
　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰
受
賞

　
山
ゆ
り
の
会
（
南
雲
　
良
代
表
・

会
員
百
十
人
）
は
、
町
の
老
人
給
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

昭
和
五
十
四
年
に
発
足
。
当
初
は
老

人
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
少
な

く
、
そ
の
設
立
は
県
内
で
は
新
発
田

市
に
次
い
て
二
番
目
で
し
た
。
今
年

の
四
月
か
ら
は
月
曜
と
木
曜
の
週
二

回
、
月
八
回
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、

町
内
約
四
十
世
帯
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
や
老
人
世
帯
等
に
、
心

の
こ
も
っ
た
弁
当
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
地
道
な
活
動
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
厚
生
大
臣
表
彰
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

柳
雄
一
さ
ん
が

　
　
　
　
新
潟
日
報
文
化
賞
を
受
賞

　
柳
雄
一
さ
ん
（
中
島
町
）
は
、
生

活
排
気
熱
を
利
用
し
た
「
柳
式
」
融

雪
屋
根
住
宅
を
開
発
し
た
と
し
て
、

新
潟
日
報
社
の
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
毎
年
県
勢
の
伸
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し

て
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
十
一
月
三
日
に
新
潟

町体育協会が
　　　　功労者らを表彰

　10月29日、総合体育館で第2回交流会

兼第15回体育功労者等表彰式が行われま
した。

日
報
本
社
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

◎
体
育
功
労
者

　
宮
　
啓
一
（
山
野
田
・
前
体
育
協
会

　
長
、
体
育
振
興
に
尽
力
）

　
田
村
才
一
郎
（
山
野
田
・
ゲ
ー
ト
ボ

　
ー
ル
連
盟
設
立
、
普
及
に
尽
力
）

◎
優
秀
競
技
者
大
章

　
渡
辺
一
治
郎
（
高
原
田
・
卓
球
）

　
渡
辺
卓
也
（
高
原
田
・
卓
球
）

◎
優
秀
競
技
者

　
中
川
喜
一
（
仁
田
・
卓
球
）

　
羽
鳥
洋
喜
（
十
日
町
市
・
野
球
）

◎
奨
励
者

　
【
空
手
道
】
春
日
敏
明
（
神
社
町
）

　
【
駅
伝
】
渡
貫
克
典
（
新
町
新
田
）

　
片
桐
英
恭
（
小
臼
倉
）
　
【
競
歩
】

　
清
水
孝
（
山
野
田
）
　
【
テ
ニ
ス
】

　
梅
山
慎
太
郎
　
根
津
具
隆
　
尾
身

　
明
日
香
村
山
美
香
子
（
上
記
四

　
人
十
日
町
市
）
　
【
陸
上
】
清
水
利

　
光
（
上
野
）
丸
山
健
士
（
木
落
）

　
【
卓
球
】
池
竹
千
津
子
（
原
田
）

　
柳
香
織
（
中
島
町
）
村
越
祐
介

　
（
野
口
）
池
竹
祐
子
（
原
田
）

　
【
ス
キ
山
小
林
由
子
（
中
仙
田
）

　
【
相
撲
】
金
子
実
寛
（
岩
瀬
）

　
【
柔
道
】
小
林
創
（
中
屋
敷
）
南

　
雲
悠
延
（
中
屋
敷
）
五
十
川
潤

　
（
沖
立
）
高
橋
保
弘
（
田
中
町
）

　
小
林
一
将
（
中
屋
敷
）
茂
野
知
幸

　
（
高
原
田
）
高
橋
直
隆
（
上
新
井
）

◎
感
謝
状
贈
呈

　
富
井
　
茂
（
十
日
町
市
）

　
高
橋
恭
平
（
田
中
町
）

6．11．10⑧



羽
ば
た
け
！
町
の
鳥
キ
ジ

　
九
月
二
十
九
日
、
川
西
町
猟
友
会

（
田
中
一
男
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

仙
田
保
育
園
周
辺
に
キ
ジ
ニ
十
羽
を

放
鳥
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
年
二
回
キ
ジ
や
野
鳥
を

放
鳥
し
て
お
り
、
昨
年
は
百
羽
も
の

鳥
を
野
に
放
し
ま
し
た
。

　
キ
ジ
の
放
鳥
を
手
伝
っ
た
園
児
た

ち
は
、
最
初
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り

触
っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
る
に
し

た
が
っ
て
、
一
羽
一
羽
の
羽
ば
た
き

に
大
き
な
歓
声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

＼

一
羽
一
羽
力
強
く
飛
び
立
つ
若
キ
ジ

農
協
が
新
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

十
月
十
ル
日
、
農
協
農
産
加
工
所
　
　
カ
リ
一
〇
〇
％
」
の
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス

で
無
菌
米
飯
加
工
施
設
の
起
工
式
が
　
　
が
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
食
糧
管
理
法
廃
止

を
踏
え
て
、
町
農
業
の
新
し
い
展
開

の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

平
成
七
年
四
月
実
稼
働
を
目
指
し
て

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
費
は
約
四
億
五
千
万
円
、
自

己
資
金
九
千
万
円
の
ほ
か
は
国
の
融

資
を
受
け
ま
す
。
生
産
目
標
は
七
年

が
三
百
万
個
、
九
年
に
は
一
千
万
個

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
も
う
少
し

す
る
と
、
「
本
物
の
味
・
川
西
コ
シ
ヒ

改築され

　米飯加工所
　　となります

工事の無事
事業の成功
祈りました

e榔盈

○
番
！
一
番
ゲ
ー
ト
通
過

　
十
月
十
二
日
、
庚
塚
運
動
場
で
第

十
二
回
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
老
人

ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
十
日
町
市
か
ら
十
六
チ

ー
ム
、
津
南
町
か
ら
七
チ
ー
ム
、
中

里
村
か
ら
の
四
チ
ー
ム
に
、
川
西
町

か
ら
の
五
チ
ー
ム
を
加
え
、
三
十
ニ

チ
ー
ム
参
加
の
大
き
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
町
か
ら
参
加
し
た
各
チ
ー

ム
は
健
闘
し
た
も
の
の
、
上
位
入
賞

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
日
に
行
わ
れ
た
健
康

ま
つ
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
悪

天
候
の
た
め
途
中
中
止
と
な
り
、
決

戦
は
来
年
へ
と
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

1市2町1村の老人クラブ会長と
町長による始球式

ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
大
好
き
ナ
カ
ゴ

　
十
月
三
十
日
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

ワ
ン
ワ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
ナ

カ
ゴ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
犬
た
ち
と

の
遊
び
方
や
ド
ッ
グ
カ
ー
ト
レ
ー
ス

に
、
遠
く
は
神
奈
川
県
か
ら
の
参
加

も
含
め
、
飼
育
者
約
百
人
と
六
十
頭

の
犬
が
集
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
け

ら
れ
た
障
害
物
を
ク
リ
ヤ
ー
す
る
ア

ジ
リ
テ
ィ
ー
種
目
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
で
身
体
障
害
者
の
た
め
に
開
発

さ
れ
た
、
四
輪
の
カ
ー
ト
を
使
っ
て

行
う
ド
ッ
グ
カ
ー
ト
は
、
人
と
犬
が

す
る
、

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
醸
，

一
体
と
な
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周

　
　
迫
力
あ
る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
と

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
渋
海
川

　
十
月
九
日
、
渋
海
川
流
域
で
第
二

十
一
回
魚
釣
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
五

十
七
人
の
太
公
望
が
集
い
、
早
朝
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
り
ょ
ヤ
り
か

り
釣
り
糸
を
垂
れ
ま
し
た
。
釣
果
は

お
お
い
に
あ
が
っ
た
よ
う
で
す
。
各

部
門
の
上
位
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◎
大
物
の
部

　
①
小
林
和
人
　
鯉
　
三
・
霧
ラ
却

　
②
佐
藤
欣
也
　
鯉
　
二
五
五
窺

◎
大
漁
の
部

　
①
小
宮
山
昇
　
士
尾
一
、
六
四
2
ラ

②
樋
口
和
也

　
努
力
賞
　
登
坂
竜
也

◎
特
角
…
の
部

　
①
小
林
健
治
　
ナ
マ
ズ
　
五
九
2
ラ

　
②
柳
　
雅
之
　
ナ
マ
ズ
　
五
〇
2
ラ

※
ほ
か
に
、
ス
ナ
ッ
ポ
リ
、
川
エ
ビ
、

フ
ナ
、
ハ
ヤ
な
ど
も
取
れ
ま
し
た
。

大
物
の
部
第
2
位
の
佐
藤
さ
ん

⑨6．11．10
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％
～
％
は

　
　
　
　
税
を
知
る
週
問
で
す

　
こ
の
週
間
に
合
せ
、
全
国
の
中
学

生
を
対
象
に
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

十
日
町
税
務
署
管
内
で
は
、
郡
市
内

か
ら
一
、
三
〇
四
点
の
応
募
が
あ
り
、

川
西
中
学
校
か
ら
は
二
六
九
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
で
は
、
税
に
つ
い
て
の
作
文
を

募
集
。
郡
市
内
か
ら
二
六
四
点
の
応

募
が
あ
り
、
川
西
中
学
校
か
ら
は
、

三
十
三
点
（
三
年
生
の
み
）
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
標
語
・
作
文
に
つ

い
て
、
入
選
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）

　
な
お
、
作
文
の
入
選
作
は
本
紙
十

二
月
号
か
ら
順
次
紹
介
し
ま
す
。

　
【
標
語
】

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
優
秀

　
税
金
は
　
明
る
い
社
会
の
　
サ
ポ

　
ー
タ
ー
　
　
　
三
年
　
羽
鳥
　
直

新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
み
ん
な
の
税
　
豊
か
な
暮
ら
し
の

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
一
年
　
木
村
友
士

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
優
秀

支
え
合
う
　
未
来
の
明
る
さ
　
あ

　
な
た
の
税
　
　
三
年
　
柄
沢
康
子

町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会

〈
入
選
〉

　
姿
変
え
　
社
会
で
生
き
る
　
ぼ
く

　
ら
の
税
　
　
　
三
年
小
海
　
豪

お
さ
め
よ
・
つ

に
生
き
る
税

発
展
は

ワ
ー
ド

税
金
は

の
芽

　
こ
の
国
と

　
く
だ
つ
税

　
税
金
は

　
い
未
来

〈
佳
作
〉

一
年
中
島
雅
哉

高
橋
淳

木
村
亮
介

高
橋
史
子

二
年
田
口
沙
織

斉
木
麻
友
美

三
年
滋
野
香
織

高
橋
倫
子

小
川
朋
美

【
作
文
】

町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会

〈
入
選
〉

「
税
金
に
つ
い
て
」
三
年
高
橋
陽
子

「
税
に
つ
い
て
」
　
二
年
山
口
淳
史

「
税
に
つ
い
て
」
　
三
年
山
田
清
香

〈
佳
作
〉

三
年
　
清
水
　
瞳
　
五
十
川
徳
倫

高
橋
倫
子
　
数
藤
杏
子
　
蔵
品
絵
理

　
　
み
ん
な
の
く
ら
し

　
　
　
二
年
登
坂
大
吾

あ
な
た
の
税
が
　
キ
ー

　
　
一
年
金
子
利
也

納
め
て
育
て
る
　
未
来

　
　
一
年
高
橋
隼
道

　
明
日
の
自
分
に
　
や

　
　
三
年
　
井
上
吉
典

福
祉
に
平
和
に
　
明
る

　
　
三
年
　
山
口
貴
志

　
　
　
田
中
美
奈
子

大
浦
正
美
　
半
藤
賢
一

小
宮
山
知
加

平
野
理
恵

　
　
　
小
海
政
裕

佐
藤
正
人

　
　
　
五
＋
嵐
勝
行

富
井
康
暢
佐
藤
　
忍

星
名
冴
子
　
田
辺
　
学

顯纏纏腿嬰　
　　ニコ　ご
　　　＿＿r　　　　　　　幽瀕曲

％
な
か
ま
の
家

　
収
穫
文
化
祭
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％
町
郷
土
芸
能
協
会

－
発
表
会

　同女子
①高橋あすか（千手小）

　同一般男子
①高橋　力（室　島）

　同一般女子
①高橋弥生（上野小教）
Cコース（4．Okm）
　中学生女・子

①南雲裕子
　同一般男・子

①小松　明（川中教）
　同一般女・子

①稲川涼子（川中教）
Dコース（6．8km）
　中学生男・子

①井上吉典
　同一般男子
①渡貫克典（新町新田）
　同一般女・子
①小川めぐみ（赤　谷）

　（1位のみ掲載）

Aコース（1．5km）

　小学生1～3年男子
①高橋保弘（千手小）

ス
生
保
子
奈
般
正
般
利
ス
生
保

　
学
橋
女
野

コ
4
高
同
平
同
片
同
衣
コ
小
大

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

）
　
　
　
）
　
子

小
　
）
　
教
　
男
）

手
　
野
　
小
　
年
小

千
　
　
　
手
の
6

（
　
上
　
千
駄
～
摘

子
子
（
子
（
乞
年
（

奈
男
二
女
美
（
4
峻

　
一
桐
一
越
一
学
久

①
　
①
　
①
B
　
①



千
手
村
の
学
校
間
題
⑤

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

　
千
手
校
の
移
り
変
わ
り

　
千
手
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事

業
協
賛
会
（
丸
山
准
二
会
長
）
が
昭

和
四
十
八
年
十
二
月
に
発
刊
し
た

「
千
小
百
年
」
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
我
校
ハ
明
治
七
年
一
月
十
六
日
第

六
大
学
区
第
十
二
大
区
（
中
魚
）
第

十
六
中
学
区
第
三
番
小
学
新
町
新
田

校
ノ
第
一
附
属
ト
シ
テ
創
設
シ
、
千

手
校
ト
称
ス
（
旧
金
里
数
男
子
六
〇
入
）
、

中
屋
敷
、
水
口
沢
、
上
新
井
、
東
善

寺
、
山
野
田
、
沖
立
ノ
諸
村
通
学
区

域
内
二
属
ス
　
ー
中
略
－

　
明
治
十
三
年
二
上
野
校
ノ
分
校
ト

ナ
リ
鶴
吉
、
霜
条
、
高
原
田
ヲ
学
区

域
二
加
エ
シ
ガ
、
十
七
年
九
月
沖
立

ヲ
割
ッ
テ
他
ノ
組
合
二
転
ジ
、
同
年

十
月
水
口
沢
字
原
田
第
六
九
番
地
二

校
舎
ヲ
新
築
シ
、
之
二
移
レ
リ
、
十

八
年
五
月
八
日
習
俗
ノ
異
同
、
通
学

ノ
便
ヲ
計
リ
テ
小
学
区
ノ
区
域
ヲ
縮

小
シ
、
　
「
第
十
小
学
区
ニ
ハ
、
千
手

校
ヲ
高
等
科
ト
シ
、
水
口
沢
、
中
屋

敷
、
山
野
田
、
上
新
井
、
東
善
寺
ヲ

組
合
ト
ナ
シ
、
霜
条
校
ヲ
初
等
科
ト

シ
、
霜
条
、
坪
山
、
高
原
田
、
鶴
吉

ヲ
組
合
ト
ナ
ス
」

　
霜
条
校
　
明
治
九
年
二
創
設

伊
勢
平
治
校
　
明
治
十
八
年
創
設

　
千
手
校
沿
革
史
（
抜
）

　
大
正
八
年
四
月
児
童
数
三
百
余
名

（
男
一
七
三
人
、
女
一
四
〇
人
、
計

三
二
二
人
）
ヲ
村
会
二
於
テ
一
学
級

減
級
ヲ
決
議
ス
、
六
等
分
ス
ル
モ
一

学
級
五
十
余
名
二
過
ギ
ズ
ト
イ
フ
漠

然
タ
ル
議
論
ナ
ル
モ
、
実
際
ハ
七
十

名
以
上
ト
ナ
リ
、
三
間
、
四
間
ノ
教

室
ニ
ハ
納
マ
ラ
ズ
七
学
級
二
復
活
ス

　
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
新
タ
ニ

千
手
尋
常
高
等
小
学
校
設
立

　
六
月
二
日
　
勅
語
謄
本
拝
載

　
尋
常
科
男
二
五
五
、
女
二
二
〇
人

　
高
等
科
男
　
三
二
、
女
　
一
三
人

校
舎
の
移
転
で
対
立

　
新
生
「
千
手
村
」
は
千
手
町
尋
常

高
等
小
学
校
と
中
野
尋
常
小
学
校
の

二
校
を
廃
止
し
、
新
し
く
千
手
尋
常

高
等
小
学
校
を
創
立
し
た
。
統
合
後

の
新
し
い
校
舎
は
、
合
併
時
の
覚
え

書
に
も
と
づ
い
て
移
転
、
新
築
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
実
現
が
遅
れ
、

昭
和
に
入
る
と
児
童
数
が
増
え
て
教

室
が
狭
く
な
り
、
四
年
度
か
ら
ま
た

一
学
級
増
加
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
職

員
室
も
教
室
に
充
て
な
け
れ
ば
収
容

し
き
れ
な
い
事
態
に
な
っ
た
。

　
校
舎
の
移
転
、
新
築
が
遅
れ
た
の

は
、
移
転
、
改
築
に
必
要
な
費
用
四

万
五
千
円
の
調
達
が
、
中
野
村
が
合

併
の
さ
い
に
持
ち
こ
ん
だ
改
築
費
一

万
円
を
含
め
て
も
な
お
一
万
円
不
足

す
る
こ
と
、
そ
れ
に
、
校
舎
が
木
島

に
移
転
す
る
と
通
学
に
遠
く
な
る
千

手
南
端
部
の
山
野
田
、
東
善
寺
の
住

民
が
、
中
野
村
と
の
約
束
を
破
っ
て

「
移
転
絶
対
反
対
」
の
声
を
あ
げ
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
扇
動

者
が
「
村
税
不
納
」
の
行
動
を
お
こ

し
た
こ
と
で
反
対
の
輪
が
し
だ
い
に

大
き
く
な
り
、
校
舎
の
移
転
反
対
組

と
賛
成
組
の
対
立
が
日
ご
と
に
深
く

な
っ
て
混
迷
の
色
を
濃
く
し
た
。

覚
書
を
め
ぐ
っ
て

　
合
併
時
に
取
り
交
わ
し
た
覚
書
が
、

そ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題

は
お
き
な
か
っ
た
が
、
校
舎
の
移
築

問
題
は
、
い
ざ
建
築
と
な
る
と
合
併

協
定
の
と
お
り
に
は
い
か
な
い
こ
と

に
な
っ
た
。
明
治
初
年
に
千
手
観
音

の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
、
伊
勢
平
治
と

旧
千
手
新
田
五
力
村
（
東
善
寺
、
山

野
田
、
水
口
沢
、
上
新
井
、
中
屋
敷
）

が
争
っ
た
経
緯
や
、
同
三
十
四
年
に

中
野
村
を
は
さ
ん
で
上
野
と
千
手
、

吉
田
側
が
合
併
を
勧
誘
し
た
と
き
の

し
こ
り
、
住
民
感
情
に
加
え
、
新
設

校
の
位
置
や
建
築
費
を
め
ぐ
る
双
方

の
利
害
得
失
が
表
面
化
し
て
紛
糾
し

た
か
ら
で
あ
る
。

　
争
い
の
も
と
に
な
っ
た
統
合
校
の

位
置
は
、
旧
千
手
町
側
（
中
屋
敷
を

除
く
）
の
全
住
民
が
現
在
の
千
手
校

の
位
置
を
強
く
希
望
し
、
旧
中
野
側

の
住
民
は
覚
書
の
と
お
り
木
島
川
南

側
の
高
台
に
建
設
す
る
こ
と
を
望
ん

だ
が
、
中
野
側
の
主
張
に
中
屋
敷
も

加
わ
っ
て
賛
成
、
反
対
の
勢
力
が
二

分
し
た
形
に
な
り
、
こ
の
事
態
を
村

が
ど
う
収
拾
す
る
か
注
目
さ
れ
た
。

村
長
発
言
で
村
内
騒
然

　
こ
う
し
た
中
で
、
昭
和
二
年
一
月

十
日
に
執
行
さ
れ
た
町
会
議
員
選
挙

は
、
こ
れ
ま
で
の
等
級
制
を
廃
止
し

た
第
一
回
の
普
通
選
挙
で
、
そ
の
筋

が
取
り
締
ま
り
の
目
を
光
ら
せ
る
中

で
し
烈
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
十

四
名
の
候
補
者
は
、
村
内
の
波
乱
を

憂
慮
し
て
出
馬
の
さ
い
に
地
盤
以
外

の
切
り
崩
し
は
し
な
い
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
選
挙
戦
に
入
っ
た
が
、
終

盤
戦
に
な
る
と
協
定
は
破
ら
れ
て
激

し
い
票
の
奪
い
合
い
に
な
っ
た
。

　
校
舎
の
移
転
、
新
築
を
五
年
以
内

に
と
い
う
期
限
ギ
リ
ギ
リ
の
中
で
行

わ
れ
た
だ
け
に
村
民
の
関
心
は
高
く
、

投
票
率
が
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
激
戦
と
な
り
、
有
権
者
七
二
一
人

の
う
ち
六
九
九
人
の
投
票
が
あ
っ
て
、

次
の
人
た
ち
が
当
選
し
た
（
有
権
者

は
男
子
の
み
、
定
数
は
千
手
七
人
、

中
野
五
人
、
十
日
町
新
聞
抜
）
。

　
南
雲
　
政
二
　
　
六
二
票
　
千
手

　
太
田
　
寿
太
　
　
五
五
票
　
千
手

　
羽
鳥
良
太

中
村
虎
之
亮

北
村
富
士
・

小
野
塚
長
八
郎

星
名
甚
＋
郎

古
同
橋
千
代
作

小
林
山
石
太
郎

羽
鳥
多
一
郎

数
藤
慶
造

　
田
辺
善
三
郎

議
し
た
が
、

話
は
進
ま
ず
、

五
五
西
不

五
一
一
一
票

五
一
一
票

五
一
票

四
七
票

四
⊥
ハ
西
ホ

四
五
票

四
一
一
一
票

四
一
一
票

四
二
西
ホ

千千中露中千千千中中
手手野側野手手手野野

　
新
し
い
議
員
の
も
と
で
間
題
を
協

　
　
　
　
　
双
方
と
も
譲
ら
な
く
て

　
　
　
　
　
　
不
穏
な
空
気
に
包
ま

れ
た
ま
ま
年
月
は
容
赦
な
く
過
ぎ
た
。

解
決
を
急
ぐ
高
橋
増
三
郎
村
長
が

「
職
を
屠
し
て
も
校
舎
の
移
転
、
改

築
を
断
行
す
る
」
と
公
言
し
、
こ
の

発
言
で
村
内
が
騒
然
と
な
っ
た
の
は

昭
和
四
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
年
十
一
月

千
手
校
の
ピ
ア
ノ
開
き

　
　
　
　
　
　
（
千
手
小
学
校
蔵
）
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皇
圃
圖
團

圃
函
回
▽

郷
土
出
身
者
寄
贈
図
書
紹
介

○
「
回
想
」
海
防
艦
第
二
〇
五
号

　
　
　
　
　
東
京
経
済
　
江
口
晋

　
著
者
は
小
白
倉
に
生
ま
れ
育
ち
、

昭
和
十
九
年
に
海
軍
志
願
兵
と
し
て

舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
。
終
戦
の
年
に

故
郷
に
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
後
上
京

し
て
東
武
鉄
道
に
勤
め
、
定
年
後
本

書
を
執
筆
し
た
と
い
う
。
ま
さ
に
五

十年

前
の
回
想
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
す
ご
い
記
憶
力
で
あ
る
。
海
兵

団
で
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
吊
床
訓
練
か
ら

命
を
削
る
護
衛
艦
と
し
て
の
任
務
の

戦
争
体
験
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
同
時
代
の
人
に
は
懐
し
く
、
同

時
に
郷
土
の
人
と
し
て
の
戦
争
体
験

と
し
て
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

○
若
き
日
の
た
め
に

　
文
学
博
士
石
田
吉
貞
顕
彰
記
念
誌

　
津
南
町
顕
髪
本
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。

表
題
の
「
若
き
日
の
た
め
に
」
は
、

博士の自

叙
伝
で
あ
る
。
長
い
独
学

の
苦
闘
と
努
力
の
行
路
は
、
読
む
人

　
　
　
　
カ
ん
ぷ
ん

に
大
き
な
感
奮
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
。
　
『
藤
原
定
家
の
研
究
』
で
文

学
博
士
と
な
ら
れ
た
の
が
昭
和
三
十

年
六
十
四
歳
の
時
だ
と
い
う
。
日
記

や
郷
土
の
た
め
に
作
詞
さ
れ
た
津
南

音
頭
や
、
数
々
の
校
歌
も
集
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
九
十
五
歳
の
年
、

津
南
で
の
最
後
の
講
演
「
津
南
お
よ

び
秋
山
の
歴
史
」
や
、
十
日
町
新
聞

寄
稿
の
「
滅
び
の
美
学
と
秋
山
」
も

貴
重
で
あ
る
。
実
証
的
研
究
と
愛
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
き

心
の
表
れ
で
あ
る
。
巻
頭
の
「
蕗
の

と
う
」
の
詩
も
、
郷
里
を
し
の
ぶ
心

情
に
あ
ふ
れ
て
い
て
胸
を
う
つ
。

意＼
　（敬称略）

益
悶

街路灯　　3灯
東北電力（株）十日町営業所

広報発行に

岡村ふじ江（新治村）　　1万円

ム
ラ
言
葉
そ
の
6

　
小
海
正
太
郎
（
小
根
岸
）
さ
ん
の

発
刊
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と
言
葉
改
訂

版
「
中
魚
沼
の
ム
ラ
言
葉
抜
粋
5
千

字
」
よ
り
、
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
て

掲載し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
6
回
目
で
す
。

ま
せ
る
（
大
人
ら
し
く
な
る
）

ま
せ
ん
ぼ
う
（
牛
馬
舎
の
横
棒
）

ま
ね
る
（
つ
げ
ぐ
ち
（
訴
え
る
こ
と
）
）

ま
ぶ
せ
る
（
種
々
の
も
の
を
混
合
す

騨
小
．
響
難
羅
騰
寛
平

　
　
　
　
、
　
高
崎
正
風
選
ふ
り
む
け
ば
一
面
白
き
す
』
き
か
な

叱
ら
る
る
子
等
に
夕
百
舌
鳥
鳴
き
に
け
り
よ
き
友
の
野
辺
の
送
り
や
秋
桜

待
つ
人
の
足
音
き
こ
ゆ
雨
月
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子
　
地
中
よ
り
出
て
蓮
の
花
美
し
や

草
紅
葉
昔
を
偲
ぶ
塩
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

軸
替
え
て
文
化
の
日
た
り
菊
括
け
る
　
　
秋
晴
れ
や
強
く
な
り
た
る
孫
の
足

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人
　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

な
つ
か
し
く
茸
採
り
た
る
話
し
聞
く
　
　
芋
の
葉
の
こ
ろ
り
と
零
す
銀
の
露

山
栗
を
採
り
し
思
い
出
今
遠
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え
　
が
ん
ば
れ
と
児
等
の
育
て
し
ソ
バ
実
る

み
仏
へ
上
ぐ
る
故
郷
の
今
年
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

よ
ろ
こ
び
の
包
み
き
れ
ず
に
石
榴
割
れ
　
　
番
蝶
止
ま
っ
て
を
り
し
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

畝
に
置
く
甘
藷
の
赤
さ
や
甘
藷
を
掘
る
　
萩
咲
い
て
空
の
く
ま
な
き
蒼
さ
か
な

葛
這
い
て
紫
こ
ぼ
す
峠
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山
　
夕
茜
秋
は
入
日
の
美
し
き

稲
架
影
に
暮
す
四
五
戸
の
過
疎
の
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

木
犀
の
香
り
に
足
を
止
め
る
路
地
　
　
　
井
戸
水
の
澗
る
・
日
照
を
憂
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

大
花
火
待
て
ず
に
吾
子
の
眠
り
け
り
　
　
今
朝
苗
場
真
白
し
ぶ
ど
う
棚
を
解
く

立
秋
と
思
え
る
風
の
さ
る
す
べ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平
　
下
校
の
子
す
す
き
の
影
を
踏
み
な
が
ら

掛
時
計
カ
チ
カ
チ
カ
チ
と
夜
の
寒
し
　
　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
九
二

逝
く
を
待
つ
の
み
の
看
と
り
に
夜
の
寒
し
赤
と
ん
ぼ
翔
つ
ま
で
休
む
小
豆
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

夕
映
に
こ
ぼ
る
な
ど
の
ソ
バ
の
花
⑫

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ
ー
0

コ
ス
モ
ス
を
そ
っ
と
揺
ら
し
て
赤
と
ん
ぼ
L

　
　
　
　
く
こ
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史
1

　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
の
実
に
故
郷
の
栗
の
木
思
う
か
な
　
　
6

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

山
の
宿
零
余
子
の
飯
と
と
ろ
ろ
汁

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

渓
谷
の
紅
葉
の
空
の
小
さ
さ
よ

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

う
つ
む
き
て
夜
寒
の
橋
を
急
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

仰
ぎ
見
る
空
深
々
と
星
流
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

三
山
に
末
だ
雪
の
来
ぬ
今
朝
の
霜

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
紅
葉
や
庭
の
木
々

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

天
高
し
孫
三
人
も
す
く
す
く
と

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

手
折
る
に
は
惜
し
き
野
菊
の
花
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
貞
子

月
近
く
飛
行
機
雲
の
真
直
ぐ
に

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
平
野
恵
春

草
じ
ら
み
付
け
て
散
歩
の
犬
戻
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

S
L
の
車
窓
秩
父
路
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

る
）ま
め
（
達
者
、
元
気
）

み
じ
ょ
う
が
る
（
可
愛
い
が
る
）

み
じ
ょ
う
げ
（
か
わ
い
そ
う
）

み
そ
お
け
（
洗
面
し
な
い
顔
）

み
そ
っ
ぱ
（
み
そ
歯
（
虫
食
い
歯
）

み
ど
こ
（
な
か
み
（
肉
）
）

む
さ
じ
る
（
む
し
り
取
る
）

む
さ
っ
ぽ
い
（
バ
サ
バ
サ
し
て
い
る

食
物
）

む
っ
つ
り
（
ら
）
　
（
い
っ
ぱ
い
（
た

く
さ
ん
）
）

む
っ
つ
り
す
け
べ
え
（
黙
っ
て
い
る

が
助
平
な
人
）

め
え
ん
め
（
菓
子
）

め
ご
い
（
可
愛
ら
し
い
）

め
っ
こ
め
し
（
半
煮
え
飯
）

め
っ
ち
り
は
な
っ
ち
り
（
風
邪
で
涙

や
鼻
水
を
出
す
状
態
）

め
め
よ
し
（
美
人
）

め
め
っ
こ
う
（
ア
カ
ン
ベ
イ
）

も
う
ぞ
う
か
く
（
物
事
に
夢
中
に
な

る
）

も
ご
し
や
あ
ご
し
る
（
ノ
ロ
イ
動
作
）

も
ち
あ
つ
け
え
（
持
て
余
す
）

も
っ
く
ら
も
ち
（
モ
グ
ラ
）

も
り
っ
こ
（
子
供
の
守
を
す
る
人
）



お
鍾
り
細
允

　
神
奈
川
県
厚
木
市
に
お
住
い
の
川

崎
保
一
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
ピ
ッ
タ
リ
の
「
白
菜
な
べ
（
寄

せ
な
べ
と
も
い
う
）
」
の
作
り
方
を

お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
○
材
料

　
白
菜
（
五
人
前
で
大
一
個
）
、
ニ

ン
ジ
ン
、
し
い
た
け
、
し
ら
た
き
、

焼
豆
腐
、
カ
マ
ボ
コ
、
ち
く
わ
、
蔦

肉
、
豚
小
間
切
れ
、
ハ
マ
グ
リ
、
青

柳
、
ト
リ
貝
な
ど
、
材
料
は
何
で
も

可
。
　
○
調
昧
料

　
だ
し
は
市
販
の
も
の
で
よ
い
が
、

五
人
前
で
一
升
、
三
人
前
で
五
合
位
、

昧
付
け
は
吸
い
物
よ
り
少
し
濃
い
め

に
し
ま
す
。

　
○
作
り
方

　
白
菜
は
ほ
ぐ
し
て
ゆ
で
、
ス
ノ
コ

で
巻
き
、
こ
れ
を
六
㎝
く
ら
い
に
切

る
。
　
白
菜
は
な
べ
の
中
心
に
置
き
、
周

り
に
具
を
配
し
、
花
形
に
切
っ
た
ニ

ン
ジ
ン
を
添
え
る
。

秋
の
夜
長
、
な
べ
を
囲
ん
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
し
ま
せ
ん
か
。

農
業
改
良
普
及
所
が
名
称
変
更

　
県
で
は
、
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
十
一
月
一
日
か
ら
「
農
業
改
良

普
及
所
」
の
名
称
を
「
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

農業技

術
や
経
営
に
関
す
る
ご
相
談

は
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
a
五
七
－
五
五
一
八
（
代
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ハ
チ
ガ
ー
ド

　
最
近
、
ハ
チ
に
よ
る
被
害
が
増
え

て
お
り
、
人
命
に
も
か
か
わ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
ハ
チ
の
巣
撤
去
等

に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
役
場
環
境
整
備
課
で
は
、

防
護
服
ハ
チ
ガ
ー
ド
を
無
料
で
借
し

出
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

、
華
軽
に
姪
、
き
る
み
る
き
と
の
昧
十
◎

ド”””””””””ψ◆”””””””～
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■材　料

・落花生　　　　　　　3合
　・水　　　　　1升5合～6合
　・片栗粉を使う場合は　300g
・吉野くず　　〃　　　　2箱

■調味料

　・わさび

　・辛子しょう油

■調理方法

①落花生を2時間位水に浸す。
②落花生をミキサーにかけ、布袋
　に入れよくもみ出す。この場合、
　水の量はあくまでも正確にし、
　何回かに分けてこしながら鍋に
　入れるとよい。
③この中に片栗粉（吉野くず）を
　くかき廻しながら火にかける。・
　ずに練りながら、固まり始めて
　～20分練る。
④角面器（水でぬらしておくとよ
　し、冷す。
⑤好みで、わさび、辛子し上う油1

の

粉（吉野くず）を入れ、よ
がら火にかける。手を休め
ら、固まり始めてから15

ぬらしておくとよい）に流

さび、辛子しょう油で食べる。

食
事
は
ゆ
っ
く
り
欠
か
さ
ず
に

　
い
つ
の
時
代
か
ら
か
は
っ
き
り
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
食
事
は
一
旦
二
食
取

る
よ
う
に
な
り
、
私
達
の
体
も
そ
れ

に
合
わ
せ
て
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で
き

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
食
事
を
一
回
ぬ

ま
う
こ
と
が
あ
り
享
・
韮
月
に
騒

ぶ
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
す
が
、
飲
み
衡

自
分
の
食
生
活
を
振
り
返
え
っ
て
・
認

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
爾
瞼

－
－
食
べ
る
の
が
コ
｛
鰯

た
方
が
体
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
食
い
は
肥
満
の
も
と
に
な
り
ま
す

し
、
お
年
寄
り
で
は
、
慌
て
て
食
べ

て
食
物
が
誤
っ
て
気
管
に
入
っ
て
し

か
し
二
回
し
か
食
べ
な
い
と
、
お
相
餅
が
の
ど
に
つ
か
え
て
救
急
車
を
呼
㈹
㈱

撲
さ
ん
の
よ
う
に
肥
っ
て
き
ま
す
。

難
縫
鍵
移
梅
聲
、
講
鑛
轄
罐
麓
。
繍

に
な
り
、
子
供
で
は
、
保
育
園
や
学

校
に
行
っ
て
も
午
前
中
ぼ
ん
や
り
し

た
り
、
朝
礼
で
倒
れ
た
り
し
ま
す
し
、
注
意
を
！
食
事
は
欠
か
さ
ず
、
ゆ
っ

大
人
で
も
仕
事
の
能
率
が
上
が
ら
な

く
な
り
ま
す
。

　
私
達
の
体
は
、
生
体
時
計
と
い
っ

て
一
年
間
の
リ
ズ
ム
が
体
内
に
刻
み

こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
体
温
は
、

夏
で
も
冬
で
も
午
前
四
時
頃
が
最
低

で
、
そ
の
後
次
第
に
高
く
な
り
、
午

後
三
時
頃
最
高
に
達
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
午
前
四
時
頃
は
最
も
活
動
が
鈍

く
、
午
後
に
な
る
と
元
気
が
で
て
く

る
と
い
う
訳
で
す
。
こ
の
体
の
リ
ズ

ム
を
乱
す
と
体
の
調
子
が
お
か
し
く

な
り
ま
す
。
海
外
旅
行
に
行
っ
た
時

に
起
き
る
時
差
ボ
ケ
も
そ
の
一
つ
で

す
。
で
す
か
ら
、
私
達
は
生
体
リ
ズ

ム
を
乱
さ
な
い
よ
う
、
食
事
も
規
則

正
し
く
取
る
方
が
摂
取
し
た
栄
養
を

効
率
よ
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
食
事
は
ゆ
っ
く
り
と
食
べ

’
．
【
θ
鰯

亀亀

㍉●魑

’
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叢
舞，

霧雛

ザ
　
き
§
§
犠
§
監

た
か
さ
ご
f
ご
円
満
に

　　　 　　　 ハ　　 　　　　水野木星丸上秋数小小

落沢崎名山村山藤林川

文光美知智光奈勝恵恭
　　和　恵
恵輝子彦子司美彦美司

古
同
原
田

津
南
町
か
ら

沖
立

松
代
町
か
ら

＋
日
町
市
か
ら

古
同
原
田

沖
立

東
京
都
か
ら

仁
田

＋
日
町
市
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高田藤野
橋村巻上
　ママ
松ササ久
平ヲイ男
76745839
　　ハハ　ハ秀英　本
　　博
直雄　人
）　）　））
赤上塩栄

谷野辛町
　
山
口
同
橋
　
哲
郎
み
ゆ
き
長
男
仁
田

　
（
1
0
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

表
紙
の
写
盲
穴

　
保
育
園
入
園
前
の
子
供
と
親
・
祖

父
母
を
対
象
と
し
て
い
る
す
く
す
く

教
室
で
は
、
十
月
十
九
日
、
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に

行
き
ま
し
た
。
見
知
ら
ぬ
同
志
が
子

供
を
通
し
て
知
り
合
っ
て
、
す
っ
か

り
仲
良
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
参
加
し
た
い
方
は
お

　
　
。
お
問
い
合
せ
は
住
民
課
保
健

　
　
　
　
　
　
　
一
一
（
内
四
七
）

南
雲
吉
治
7
6
（
本
人
）
木
島

山
家
　
ク
ニ
8
6
（
和
平
）
上
　
野

う
ぶ
　
し
お
す
こ
や
か
に
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
れ
い
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

清
水
玲
人
鞭
長
男
寺
盈

　
　
ゆ
り
あ

丸
山
友
利
亜
古
磐
長
女
野
・
㎜
…

　
　
　
ら
い
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

星
名
来
詐
碧
男
元
墨

　
　
　
ま
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

外
川
愛
佳
明
誠
美
長
女
伊
≧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

数
藤
黙
難
知
解
女
沖
義

　
　
　
る
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

驚
瑠
奈
椴
碓
二
女
伊
盗

　
　
　
ち
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

習
萌
楚
蓼
女
伊
盈

　
　
　
ひ
ろ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

星
名
大
夢
翫
美
三
男
伊
盗

　
　
て
つ
ろ
・
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
透
　
　
　
　
　
　
　
ロ
一

　
一
人
芝
居
　
　
　
　
　
．

　
十
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
小
林
へ
ろ
独
演
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
死
に
際
し
て
人
間
が
直
面
す
る

「
生
き
る
と
は
、
家
族
と
は
」
を
テ

ー
マ
に
、
淡
々
と
し
た
な
か
に
も
迫

力
の
あ
る
演
技
で
、
観
客
に
問
い
か

け
ま
し
た
。

教
室
は
、
毎
月
一
回
水
曜
日
の
午
前

中
に
、

や
つ
代
百
円
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
係
a
六
八
⊥
一
二

有
線
二
一
四
〇
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ち
も
さ
な
展
覧
窪

　　器＝＝＝器器＝器器器＝器＝＝器32器器3＝

1年生高橋千代恵さん〉

▲3年生小海明子さん

〈1年生桐生かおりさん

．父

D』

　
　
、
D

’『凸

鰯

〈
川
西
中
学
校
丁

▼1年生蔵品哲也君

’』
嵐

桐
生
ρ
諏

1
年
生
貴
田
裕
介
君
▼

▲1年生高橋隼道君

▼1年生水品早絵さん

㌔
憲　　　筆」苺・’・’勲．免∬毫鑛、翔・巽一、夢

（12月号は千手小学校です）
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